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 皆さんから頂いたアンケートを元に『新型コロナウイルス感染症対策 緊急要求書』 

作成し、９月９日（水）保育園管理課課長に提出してきました。 

 回答が届きましたら、おしらせしますね。 

 



                        

コロナ感染防止のために 
  

 皆さん、日々悩みや迷いを持ちながら“新型コロナウイルス感染症対策“を行っているようです。今回は WHO が  

７月７日、新型コロナウイルス感染症の空気感染の可能性について言及し、「空気感染に対応すべきだ」と WHO に

提言した科学者の一人、国立病院機構仙台医療センター臨床研究部ウイルスセンターの西村秀一さんの発言を紹

介します。 

 

一般社会においてエレベーターのボタンを直接指で押すことはやめましょうとか、しょっちゅうドアノブを拭きまし

ょうとか、スーパーマーケットのプラスティックパックの表面をアルコールで消毒しましょうとか、今回の新型コロナは 

ウイルスであるのに細菌であるかのように語られていることが多い。 

 細菌はそれ自体が自立性の細胞なので条件が揃えばそれ自身で増えるが、ウイルスは細菌のように自立して増

えることはできず、他の細胞、それもそのウイルスに適した極めて限られた種類の細胞に入り込まないと増えてい

かない。 

 ウイルスは体の外に出た後もいつまでも生きているように言う人がいるけれども、それは大きな誤りで、外に出た

状態にもよるが時間経過とともにどんどん失活していく。 

 物の上で数時間生きているとか、数日生きているとか言われて皆、消毒に神経質になっています。 

 プラスチック上で4日という話が独り歩きしているが、それは大量のウイルスを生き残るための最適に近い条件に

おいた実験での話で、一般の社会生活とは別の話だ。ウイルスは時間の経過とともに、大きく減っていく。 

実験条件によって 1時間から 3時間ぐらいで半減し、そこからまた同じ時間で半減するので、よほどたくさんのウイ

ルスがいないと長時間残らない。 

 たとえ少し生き残ったとしても、それを指で触って指に移る効率はかなり低いし、さらにそれが感染につながるま

での間にウイルスは死ぬ。 

「よほどたくさんの」というのは、たとえば咳やくしゃみで落下する液滴レベルではそこまでに達しないし、感染者が

マスクをしていれば、それすらないと断言できる。 

 繰り返すが、理解して欲しいのは、生きている人の体内には病原ウイルスはいるが、環境にはほとんど存在しな

いということ。 

 周囲に感染者がいて、その唾液がべったりついているようなところを触れなければ、接触感染は成立しない。部

屋や用具の消毒などの接触感染対策に力を入れる必要はありません。 

 空気感染に対する対策は、換気などして３密を防ぐこと。１時間に２回以上は部屋の空気を入れ替える事が必 

要。トイレや浴室の換気扇を回し、部屋の窓を開け、扇風機は窓の外に向けましょう。 

■蛍光塗料による実験 

 私は以前、新型インフルエンザの流行期に環境調査をやってみたことがあるが、何度やってもまったく検出できな

かった。その代わり細菌はうようよいた。 

 視覚に訴えるために蛍光塗料で代用して見る環境のウイルス汚染の映像があるが、ウイルスは蛍光塗料とはま

ったく別物である。蛍光塗料を手にべったり付けるほどの量、あるいは空中に噴霧してあちこちの壁にまんべんなく

付着するほどの量のウイルスを人は出していない。出ているのはそれらに比べたらきわめてわずかということにな

り、さらに感染性の点から見れば、体から出たそのわずかな量のウイルスもその後時間とともに死んでいき感染性

は失われる。 

  

☆空気感染対策や空気環境、また秋から冬への準備として９月２日発行の『ふなみち 第３５１２号』に記載があり

ますので、合わせて参考にして下さい。 

 

 


